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１． マテハン機器を中心とした自動化動向 

 

この記事を読まれている方々にとっては、耳にタコができるほどお聞きになってい

ると思われる少子高齢化および働き方改革による人手不足問題。マテハン機器やデ

ジタル機器の導入といった対策により、物流業界でも多くの企業が問題解決のため

の取り組みを進めており、その状況があらゆるメディアで取り上げられています。 

 

特に物流施設の近年の自動化動向としては、以下に示すマテハン機器を中心とした

導入が進んでおり、これらが省人化の一翼を担っています。 

 

図１．物流施設における作業工程毎のマテハン機器の導入動向 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

 

２． マテハン機器導入の懸念事項 

 

しかしながら、物流施設におけるマテハン機器の導入には、生産現場とは異なる物

流業界ならではの事情により、特に注意すべき懸念事項があります。マテハン機器

の導入を決定する前に、考慮に入れておいた方がよい懸念事項を以下にまとめます。 
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懸念① 設定値以上の能力が出せない 

マテハン機器導入の際の懸念事項の１つに、設定上限値以上の能力が出せないとい

う事が挙げられます。 

マテハン機器の導入によって作業の生産性が上がり省人化が実現できる一方、その

能力には当然ながら上限値があり、ある時間帯において設定値を上回る処理速度を

求められた場合、その速度に追いつくことができず逆にマテハン機器がボトルネッ

クとなってしまうという事も起こり兼ねません。 

 

懸念② 多能工化できない、繁閑対応の柔軟性がない 

多くのマテハン機器は、前述図１に示すような作業工程単位に作業を代替、あるい

はサポートしてくれるのが一般的です（つまり単能工）。 

また、計画的にモノを生産していく（モノを流していく）事が多い生産現場とは異

なり、物流業界の特性として大抵の場合１年を通して物量に波動があります。 

人であれば閑散期には作業人数を抑えつつ、あらゆる工程を兼務させる多能工化の

対応が可能ですが、マテハン機器を使用する場合は多能工化ができないうえに、繁

忙期に作業を処理できないリスクを避けるため設備能力を繁忙期や（少なくとも）

平均物量日よりも上に設定している事が多く、閑散期は設備能力が余剰となってし

まいます。 

 

懸念③ 操作や補助では人が必要（完全無人化ではない） 

自動化を行う際、人が完全にいらなくなるイメージをお持ちの方もいらっしゃるの

ではないでしょうか。 

 

確かに、自動積み付けや自動封函に対応する機器、それ以外の場合でも作業ライン

の作り方によっては完全無人化も可能ではあります。しかし、完全無人化にはそれ

なりの投資が伴います。 

 

例えばパレット搬送タイプの AGV・AMRを単独で導入する場合には、AGV・AMRへの積

み卸しの作業が必要になりますし、自動倉庫でもピッキングシステム処理は人が行

うのが大抵のオペレーションケースです。完全自動化にするためには、AGV・AMRで

は前後工程の積み卸しをコンベアで繋げたり、自動倉庫からのピッキングではロボ

ットアームを活用しながらピッキングとシステム処理を行うような作業ラインの構

築が必要であったり、それなりの投資が発生します。 
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図２.１．物流施設におけるマテハン機器導入のメリット・デメリット（懸念事項） 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

 

ここで、参考に代表的なマテハン機器等の導入時に考えられる課題を示します。 

 

【搬送ロボット】 

・両端の荷役、搭載方法との連携 

・SLAM方式の課題 → Mapの変化 

・路面状況や Wifi 環境といった倉庫の環境 

 

【GTP式自動倉庫】 

・WMSとマシンをつなぐミドルウェアの構築の課題 

・対象とする製品の選定 

・オーダーのまとめ方、入出庫のバランス 

 

【パレタイズロボット・デバンニングロボット】 

・アームの干渉回避をいかに無駄なく行うか 

・ロボットの目(対象認識)の精度 

・落下リスクの削減 
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【画像認識】 

・移動中のコード情報等の認識精度 

・スペースが狭隘な中での３Ｄ認識をどうするか 

・認識前の仕分け制約の設定 

 

【プラットフォーム】 

・物流プラットフォームの構築 

・セキュリティの整備、アクセス条件の整理 

・データの重要度・優先度の温度差 

 

 

２.２．代表的なマテハン機器などの導入時に考えられる課題 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

 

３． 物流施設における自動化が進んだ後に求められること 

 

マテハン機器の導入においては、前述のような懸念がある事から、特に完全自動化

に向けた大規模投資が難しい多くの企業では、人とマテハン機器の共存が一般的で

す。 

そうした環境下で、今後更なる省人化に向けて求められる事を、以下２つの観点か

ら見ていきたいと思います。 
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観点①：世界時価総額から読み解く世の中に求められる技術 

以下の図は、1989 年の企業世界時価総額ランキングと、昨年 2024 年時点のラン

キングの比較です。

図３.１．1989 年と 2024 年の企業世界時価総額ランキングの比較 

出所：STARTUPS JOURNAL 社 HPより引用 

<https://journal.startup-db.com/articles/journal-startup-db-com-articles-marketcap-global-2024> 

1989年は日本がバブル期だった事もあり、多くの日本企業が上位に名を連ねていま

す。しかしながら、約 35 年後の 2024 年の上位企業を見てみると、GAFA（Google、

Apple、Facebook ※現 Meta社、Amazon）を中心とする ITサービスを展開するため

のインフラを保有する企業を中心に名を連ねている事がわかります。 

このように、現代においては特に“データを持つ事”の重要性を伺うことができま

す。 

観点②：物流技術開発の動向から読み解く近年求められる技術 

以下図は、ここ数年の物流技術開発の移り変わりについてのキーワードを列挙した

ものです。 
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図３.２．物流技術開発の動向 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

以前（2018年より前）は、マテハン機器が徐々に世の中に出てきた頃であり、マテ

ハン機器そのものに脚光があたっている状況でした。 

それが近年（特に 2019・20 年以降）では、マテハン機器が多くの企業で導入され、

更には上位システム（ex：WMS=Warehouse Management System etc.）とマテハン機

器、あるいは、マテハン機器同士を繋ぐ技術（WES=Warehouse Execution System）

が浸透するようになり、物流業界においても今やその技術が当たり前に周知されて

いる状況にあります。 

 

以上２つの観点から、導入したデジタル機器やマテハン機器から得られる大量のデ

ータを活用した精度の高い予測を行っていく事が、更なる省人化に向けて、物流施

設には今後重要になってくると考えます。 

 

これはある程度デジタル機器やマテハン機器の導入が進んでいないと実現できない

フェーズであり、大量データからの予測により、自動化機器では調整が難しい繁閑

期に対応した人員による調整に繋げる事が可能になります。 

 

まずは目の前の機器導入に注力することが多くなってしまうとは思いますが、完全

無人化が難しいケースではどのように残る作業者を活用していくかといった、その

先に取り組むべき事を、次のフェーズでの一つの観点として持っていく事が重要で

あると考えます。 
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図３.３．今後の自動化技術で求められること 

 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

 

４． 予測システムの事例紹介 

 

物流業務に活用できる需要予測システムにはあらゆるものがありますが、企業の規

模や業種、予測したい期間やデータ量などによって最適なシステムが異なります。 

過去のデータに基づいて将来の需要を予測するシステムの中でも、過去のデータに

明確なパターンが存在する場合や、突発的な外部要因の影響が少ない場合に比較的

有効なシステム例を今回２つ程紹介します。 

 

 

システム例①：Forecast Pro 

単に需要予測を行うだけでなく、予測結果を様々な形式で出力し、分析に活用でき

るレポート機能が充実しています。予測された物量に基づいて、必要な人員数を算

出するための基礎データとして利用できます。 
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図４．Forecast Proの業務の位置付けイメージ 

 

出所：日立ソリューションズ東日本社 HPより引用 

<https://www.hitachi-solutions-east.co.jp/products/synapsesuite/forecastpro/> 

 

 

システム例②：IBM SPSS Forecasting 

予測モデルの構築だけでなく、予測結果の評価や比較、レポート作成機能も備えて

おり、物量予測の結果を人員計画に落とし込むための分析を支援する事ができま

す。 

 

これらのシステムは、デジタル機器やマテハン機器から得られた過去の出荷実績お

よび、その他システムから得られた販売実績のデータを分析し、将来の物量を予測

することで倉庫作業や配送に必要な人員数を計画した基礎情報を提供することがで

きます。 

需要予測によって繁忙期や閑散期を正確につかめるようになると、適切な人員配置

やリソース配分ができるようになり、それによって人件費が削減されコストの最適

化に繋がります。 
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おわりに 

 

以上、物流施設での自動化が進む環境下で、今後求められる事について述べさせて

頂きました。 

データの活用方法については様々あり、その点こそ正に重要ではありますが、デジ

タル機器やマテハン機器が導入された後に、次に何をすべきか悩まれている皆様に

とって、方向性を見極めるための一助となれば幸いです。 

 

 

 

（この記事は 2025年 4月 30日の情報をもとに書かれました。） 
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